
 

三津浜・梅津寺 地域 
 

■課題 

憩いの場づくりや景観、地域のプロモーションは不満度が低い。 

また人口減少や生活利便性が低いなど、生活面での課題も挙げられる。 

［三津浜地区活性化計画における 

施策の満足度（上位 3位：住民アンケート）］ 

 

 

 

 

 

 

※「判断できない」及び無回答は除いて集計している。 

［地域の課題（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

  

三津浜の食文化や町家の活用等については、満足度が高いものの、憩いの場づくりや、景観ま

ちづくり、地域のプロモーションについては、課題と捉えられています。 

 また、住民ヒアリングでは、人口減少・少子高齢化や交通等、生活利便性の面において課題が

挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■必要なまちづくり 

住民・来訪者・商業者等、多様な人々にとって魅力的な環境づくりが求められる 

住民意向 

［地域のイメージ］ 

 

 

 

 

※無回答は除いて集計している 

［必要な取組（上位 3位：住民アンケート）］ ［必要な取組（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

［※参考］高校生アイデア 

海まちオシャレプロジェクト 

［取組］ 

〇古民家等、まちなみや店舗の PR・SNS

による拡散 

〇作品展示やコンクール等を開催し、商

店街を活性化 

〇釣りイベント、魚の裁き方教室 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇三津浜・梅津寺に来訪する 

〇チラシなどをつくって SNS で拡散を

する 

〇ボランティアを募って活動に参加す

る 

 

『MITU』プロジェクト 

［取組］ 

〇個人経営や企業の誘致・支援 

〇空家のゲストハウス化 

〇体験型観光ツアーの実施 

〇働きながら子育てできる場をつくる 

〇ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰで地域を知ってもらう 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇SNSで地域の良かったところを紹介す

る 

〇家族・友達との会話の中で三津浜・梅

津寺の話題を出す 

〇ボランティアでイベント支援 

 

 

地域固有の食文化や漁業のまちとして強いイメージがありますが、課題にも挙げられていた

ように、地区のプロモーションを課題に感じる住民も多いことから、イベントや地域資源の有

効活用によって地域内外の交流を推進していくことを実施すべきという声が強くなっています。 

 また、憩いの場づくりや景観まちづくりに課題感があるほか、「おしゃれな店が増えてきてい

る」といったイメージが低いことや、企業・店舗の誘致について取り組むべきといった意向も強

い状況です。生活利便性の向上等も含め、これまで実施してきた町家等の活用も推進しながら、

住民や来訪者、店舗等、多様な人々にとって過ごしやすい、魅力的な環境づくりを行っていくこ

とが必要なまちづくりとして考えられます。 

  

 満足度が高い施策 満足度 

1 三津浜食文化のブランド化の推進 51.3％ 

2 町家バンクの推進と運営支援 50.0％ 

3 
地域のまちづくりと一体となった戦略的な誘客 
施設の検討 

46.9％ 

 不満度が高い施策 不満度 

1 港周辺の憩いの場づくりの検討 19.8％ 

2 民間主導の景観まちづくりに対する支援 16.4％ 

3 三津浜地区プロモーション活動の推進 14.1％ 
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三津浜・梅津寺 地域 
 
■今後のまちづくりの方向性（イメージ） 
 
［めざすまちの姿］ 

●●●のまち  

［実現に向けた方針］ 

 

１．地域の歴史・町並みや食文化の情報発信 

 ●「三津の渡し」をはじめとした港町ならではの歴史の共有・情報発信 

●港町の面影を残した古い町並の PR 

●「三津浜焼き」などの独自の食文化の普及・情報発信 

２．地域を盛り上げる各主体が連携したまちづくり 

 ●町家の活用団体等を中心とした町並みの保存 

●各種団体が協力した観光・賑わいづくりの推進 

●移住者や学生、地域に関わりたい人がまちづくりに参画しやすい場の創出 

３．多様な人々に親しまれる環境づくり 

 ●個性的な町並みの回遊性を高める歩行環境・景観づくり 

 ●地域のコミュニティを醸成する憩いの場づくり 

 ●企業・店舗の誘致の推進 

［定性目標］ 

〇地域の町並みが、歩いていて楽しい、魅力的な空間になっている。 

〇地域に注目してくれるファン（移住者、来訪者、協力者等）が増えている。 

 
 

 

■今後のまちづくりの方向性（メモシート） 
 
［めざすまちの姿］ 

 

［実現に向けた方針］ 

 

１． 

２． 

３． 

［定性目標］ 

 

 



 

忽那諸島 地域 
 

■課題 

交通やインフラ等、生活基盤に対する課題認識が強い 

［愛ランド里島構想における 

施策の満足度（上位 3位：住民アンケート）］ 

 

 

 

 

 

 

※「判断できない」及び無回答は除いて集計している。 

［地域の課題（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

  

「トライアスロン中島大会」をはじめとしたマリンスポーツ、レジャーによる満足度や明日

を担う人材育成等においては、満足度が高い状況にありますが、特に交通やネットワーク環境、

生活施設等、生活基盤における課題が住民の中で強い状況にあります。またこうした状況とあ

わせて、産業の衰退等も懸念されている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■必要なまちづくり 

島の産業維持や暮らしをより高めていくまちづくりが求められる 

住民意向 

［地域のイメージ］ 

 

 

 

 

※無回答は除いて集計している 

［必要な取組（上位 3位：住民アンケート）］ ［必要な取組（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

［※参考］高校生アイデア 

住みやすいまちプロジェクト 

［取組］ 

〇災害時の備えを充実させる（避難場

所、移動手段、経路、物資運搬等） 

〇まちづくりに対する意見箱設置と実

現のための資金集め（募金） 

〇地域の広告をつくり、地域を PR 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇募金活動への参加 

〇地域の PR動画をつくる 

〇身近な人に地域を PRする 

〇積極的に地域のイベントに参

加する 

 

「今日から君も忽那諸島民だ！」プロジェクト 

［取組］ 

〇空家を宿泊施設やコンビニに改修 

〇自然や景観を観光資源にする 

〇一日島民体験、非日常が味わえる観光 

〇畑の貸し出し 

〇ゴミ掃除の観光化（ゴミアート作成、

ゴミ掃除で特産品がもらえる等） 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇まち全体で、SNSで地域を宣伝。投稿

に「いいね！」する 

〇学校の遠足で島に来てもらう 

〇島で泳ぐ。 

〇島の一次産業に従事し、移住する 

〇特産品づくりに協力する。 

 

 

柑橘をはじめといた農産物や豊かな自然について、特に地域のイメージとして定着していま

すが、特にこうした畑や産業を維持していく、活性化していくことが取組の方向性として、考え

られています。また、地域内外の交流、コミュニティのほか、課題にも挙げられる交通や生活基

盤、地域の安全性など、生活環境について底上げしていくための取組が必要と考える人が多い

状況です。 
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 満足度が高い施策 満足度 

1 スポーツをとおした活力あるまちづくり 50.9％ 

2 明日を担う人材の育成 49.6％ 

3 健康づくりの推進と医療体制の維持確保 42.0％ 

 不満度が高い施策 不満度 

1 情報化社会に対応したまちづくり 46.9％ 

2 交通ネットワークの構築 45.8％ 

3 環境と調和したまちづくり 32.7％ 

 

112

94

75

(81.2 %)

(68.1 %)

(54.3 %)

0 20 40 60 80 100 120

交通手段や住民の足を確保する取り組み

畑を守り、農業を継続するための取り組み

地域の安全・安心や防災活動
[n=138]

13

6

6

4

37.1%

17.1%

17.1%

11.4%

0 5 10 15 20

地域内外の交流促進、地域コミュニティの強化

地域産業の活性化・しごとづくり・特産品づくり

生活しやすい環境の整備・しくみづくり

地域の魅力・活動のPR・情報発信 [N=35]

ない
(1.4 %)

(15.4 %)
(0.7 %)

(14.6 %)

(9.4 %)

(11.7 %)

どちらかといえばない

(2.2 %)

(12.5 %)

(0.7 %)

(21.2 %)

(11.6 %)

(14.6 %)

どちらともいえない

(3.6 %)

(20.6 %)

(10.9 %)

(43.8 %)

(24.6 %)

(36.5 %)

どちらかといえばある

(29.0 %)
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柑橘などの農産物、海産物が豊か [n=138]

やっこ振りや船踊りなどの伝統や文化が伝承されている [n=136]

瀬戸内の多島美など、海や山などの自然が豊か [n=138]

市民や訪れた人の第二のふるさとになっている [n=137]

移住者が増えてきている [n=138]

お接待の文化が残っている [n=137]



 

忽那諸島 地域 
 

■今後のまちづくりの方向性（イメージ） 
 

［めざすまちの姿］ 

●●●のまち 

［実現に向けた方針］ 

 

１．島の産業や魅力を体感してもらえる取組の推進 

●柑橘をはじめとした島の産業、暮らし、環境の PR 

●島の産業や暮らしを体感できる体験・プログラムづくり 

２．コミュニティ強化で安心して暮らせる環境を創出 

 ●住民同士の交流の場・機会（地域の悩みを共有する場）の創出 

 ●防災等を含めた持続的な暮らしを維持するためのまちづくり・コミュニティの検討 

３．多様な暮らし・チャレンジを受け入れる環境の創出 

 ●空き家情報の継続的な提供  

 ●二地域居住をはじめ、柔軟・多様な暮らし方を受け入れる環境づくり 

［定性目標］ 

〇島の産業などに興味を持つ人（就業希望者、協力者）が増える 

〇島で安心して生活できている（不安が少なくなる）。 

 

 
 

 

■今後のまちづくりの方向性（メモシート） 
 

［めざすまちの姿］ 

 

［実現に向けた方針］ 

 

１． 

２． 

３． 

［定性目標］ 

 

  



 

風早 地域 
 

■課題 

駅前通りの活性化のほか、人口減少・高齢化、空き家の増加が課題に挙げられている 

［風早レトロタウン構想における 

施策の満足度（上位 3位：住民アンケート）］ 

 

 

 

 

 

 

※「判断できない」及び無回答は除いて集計している。 

［地域の課題（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

  

 環境整備や鹿島の活性化に関する取組については、満足度が高いものの、駅前通りの活性化

についての課題が住民の中で強い状況にあります。 

また、人口減少や少子高齢化に加え、空き家の増加についても地域の課題として挙げられて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■必要なまちづくり 

駅前通りの活性化も含め、地域外からの来訪・集客・呼び込みなどによる 

賑わいの創出が求められる。 

住民意向 

［地域のイメージ（住民アンケート）］ 

 

 

 

 

※無回答は除いて集計している 

［必要な取組（上位 3位：住民アンケート）］ ［必要な取組（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

［※参考］高校生アイデア 

風早ウルトラレベル UPプロジェクト 

［取組］ 

〇道路や土砂災害防止に向けたインフ

ラ整備 

〇企業や会社も巻き込んだまちづくり 

〇山や海を活用した観光ツアーづくり 

〇空家を活かした観光地づくり 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇SNSなどでのイベント発信 

〇ポスターの作成等、地域の PR 

〇ボランティア活動への参加 

〇他学校と連携し、観光地を紹介するこ

とや観光推進策を検討する 

 

みんなに北条の魅力を知ってもらおうプロジェクト 

［取組］ 

〇「遠くても来たい」場所（施設、公園、

水族館など）をつくる 

〇インフルエンサーを活用した SNS で

の発信・宣伝 

〇地域でできることを知ってもらう 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇SNSで地域を PRする 

〇クラウドファンディングによるまち

づくりの推進 

〇インスタ映えスポットの考案 

 

 

 自然が豊かさや伝統行事の伝承が特に地域のイメージとして強いものの「昭和のにぎわいが

残るレトロなまち」というイメージは低い状況であり、課題である駅前通りの活性化も含め、交

流促進や企業・店舗の誘致、イベントの開催など、地域外からの来訪・集客・呼び込みなどによ

る賑わいの創出が求められています。 

 

 

  

 満足度が高い施策 満足度 

1 地域課題の解決による活性化・環境整備 39.3％ 

2 鹿島の活性化・交流促進 38.4％ 

3 鹿島の活性化・環境整備 34.2％ 

 不満度が高い施策 不満度 

1 駅前通りの活性化・情報発信 31.1％ 

2 駅前通りの活性化・資源活用 26.7％ 

3 駅前通りの活性化・交流促進 26.6％ 
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凡例

海と山など自然が豊か[n=225]

公園やスポーツセンターなど、こどもの遊び場や公共施設がそろっている[n=224]

秋祭りや櫂練りなど伝統行事が伝承されている[n=225]

昭和のにぎわいが残るレトロなまち[n=225]

河野氏ゆかりの地で、史跡や文化が残っている[n=224]

７地区それぞれの魅力があつまったまち[n=224]



 

風早 地域 
 

■今後のまちづくりの方向性（イメージ） 
 

［めざすまちの姿］ 

●●●のまち 

［実現に向けた方針］ 

 

１．駅前通りを中心とした魅力向上と交流の活性化 

 ●駅前における景観整備 

 ●商店の魅力向上に向けたまちづくりによる店舗誘致 

 

２．地域の伝統や風景を引き継いでいくためのまちづくり 

 ●伊予万歳、鹿島の階練り、獅子舞等、各地域で継承される伝統行事の継承 

●エヒメアヤメ、コスモス畑等、地域を特徴づける景観の維持・継承 

 ●伝統行事・景観を継承していくための後継者の育成 

３．イベント・交流を通じた地域の魅力・文化の発信 

 ●「風早にぎわいレトロまつり」「かざはや楽市」などのイベントの継続運営 

 ●「北条鯛めし」などの食文化の発信の場の創出 

 ●住民、団体、学校等、多様な主体と協力した地域の魅力発信 

［定性目標］ 

〇駅通りについて人通りや賑わいが向上している 

〇地域の伝統やまちづくりを担う団体・後継者・担い手が増えている 

 

 

 
 

■今後のまちづくりの方向性（メモシート） 
 

［めざすまちの姿］ 

 

［実現に向けた方針］ 

 

１． 

２． 

３． 

［定性目標］ 

 

 



 

久谷・砥部 地域 
 

■課題 

公共交通機関の利用利便性、空き家の増加、少子高齢化が課題として挙げられる 

［地域の課題（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

 

 

 

 

※「判断できない」及び無回答は除いて集計している。 

 

 久谷・砥部地域においては、公共交通機関の利用利便性、空き家の増加、少子高齢化について

の課題が住民の中で強い状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■必要なまちづくり 

地域内外の交流のほか、移住や企業・店舗の誘致、魅力の PR などによる地域の活性化

が求められている 

住民意向 

［地域のイメージ（住民アンケート）］ 

 

 

 

 

※無回答は除いて集計している 

［必要な取組（上位 3位：住民アンケート）］ ［必要な取組（上位 3位：住民ヒアリング）］ 

［※参考］高校生アイデア 

久谷へ Go～！！どこでも砥部ドアプロジェクト 

［取組］ 

〇交通の便・利用しやすさの改善 
〇医療・福祉の充実 
〇治安の良さ、自然の豊さを PR し、
移住者を増やす 

〇久谷の歴史を伝える場や、砥部焼な
どの資源を PRする場をつくる 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇伝統や文化を知る 

〇地域を巡り「知られざる砥

部・久谷の魅力」を PRする 

〇地域のイベントや活性化の

プロジェクトに参加する 

 

過疎化を阻止‐今の久谷・砥部を造るために‐ 

［取組］ 

〇インパクトのあるコンテンツ・取組
を地域につくる（恋愛リアリティ番
組の場、美容整形、サッカークラブ、
スキー場、砥部焼アニメ、サファリ
パーク、心霊スポット、アイドルグ
ループ、温泉パーク等々） 

［高校生が関われそうなこと］ 

〇砥部を好きでいつづける 

〇自身が有名になり砥部を宣

伝する 

〇友達と砥部に遊びにいく 

〇砥部の話題を広げる 

 

  

自然に囲まれた里山や、お遍路さんにまつわるお寺や文化遺跡などのイメージが住民の中で

強くなっています。こうした中、地域内外の交流、地域コミュニティの強化が必要な取組として

求められています。また、交通手段の確保のほか、移住や企業・店舗の誘致、魅力の PRなどに

よる地域の活性化が住民において求められています。 
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久谷・砥部 地域 
 

■今後のまちづくりの方向性（イメージ） 
 

［めざすまちの姿］ 

●●●のまち 

［実現に向けた方針］ 

 

１．お遍路文化を活かしたまちづくりの推進 

 ●坂本屋を中心としたお遍路文化や地域資源の維持・継承 

 ●お接待文化・取組の維持・推進 

２．多様な主体と連携した地域資源の活用促進と情報発信 

 ●「フィールドミュージアムアカデミー久谷カレッジ」をはじめとした、地域資源の

再評価・有効活用の推進 

●大学をはじめとした多様な主体との連携による、地域資源の活用推進・魅力発信 

３．地域コミュニティの強化による地域の課題解決 

 ●空家増加への対策等、地域のまちづくり体制強化による地域課題の解決推進 

●地域コミュニティの強化等による賑わい創出や住みやすさの向上 

［定性目標］ 

〇地域文化に関心を持つ人（担い手・関係人口等）が増えている。 

〇地域資源を活用したまちづくりが様々展開されている 

 

 
 

 

■今後のまちづくりの方向性（メモシート） 
 

［めざすまちの姿］ 

 

［実現に向けた方針］ 

 

１． 

２． 

３． 

［定性目標］ 

 

 


